
人口減少に歯止めをかけ、地域を活性化するための最優先施策として、
子育て環境の充実を図り、安心して子どもを産み育てることのできる
まちづくりを推進します。

明治維新 150 年という大きな節目を迎えるに当たり、「維新発祥の地 
下関」を積極的にPRするため、官民一体となって記念事業の開催等を
行います。

観光客をはじめとする交流人口を拡大し、地域経済の活性化を図るた
め、あるかぽーと・岬之町エリアを中心とした関門海峡沿いのウォー
ターフロントエリアの開発を推進します。
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「下関市立中央こども園」に児童発達
支援事業所「どーなつ」を移転・併設、
施設定員を10人増員します。

幕末に築城された勝山御殿跡の史跡
の価値をアピールするため、歴史仮
装行列のイベント等を開催します。

志士たちの精神・志を受け継ぎ、次
世代につなげるための事業を公募し、
事業の実施を支援します。

関門海峡の景観を生かしつつ、都市型ホテル等のくつろぎ、交流のできる施設の
誘致を目指し、民間活力の導入を前提に、事業者公募要件の整理や、公募に応じ
た民間事業者の審査などを行います。

【主な事業】

【主な事業】

【主な事業】

●こども発達センター管理運営業務　　
　　（51,342千円／こども家庭支援課）

●勝山御殿跡明治維新 150 年記念
   事業（2,500 千円／文化財保護課）

●保育環境の整備
　　   （54,250 千円／幼児保育課）

●いざ挑戦！おもしろき応援事業
　　　　　（10,000 千円／企画課）

●都市型ホテル等の誘致に向けた民間事業者の公募要件整理
　　　　　　　　　　　　　　　(8,000 千円／港湾局経営課）

中央こども園

あるかぽーと・岬之町エリア

勝山御殿跡

●放課後児童クラブの施設整備　
　 （66,700 千円／子育て政策課）

問
財
政
課(

☎
231-

１
１
６
０)

重
点
施
策　
③

重
点
施
策　
②

重
点
施
策　
①

2平成30年５月号



本市の特色や地域資源を生かした地域経済の活性化を図るため、各種
産業において生産性向上や販路拡大などに積極的に取り組み、若者の
地元就職への支援をはじめ、あらゆる世代の雇用の場を創出します。

新たな賑わいを生み出していくため、本市の歴史・景観など地域資源
を生かし交流人口を拡大していくとともに、移住・定住を支援するこ
とで、下関に集う人・暮らす人を増加させる施策を推進します。

元気にいきいきと生活できるまちづくりを推進するため、多様な市民
ニーズに対応した、福祉・保健・医療の各分野の取り組みと、未来を
開く教育環境の充実を図ります。

活力ある地域産業や交流による賑わいの創出、優しさに満ちあふれた市
民生活、これらを支えるための都市基盤整備を推進し、市民と行政が一
体となった、誰もが安全で安心して暮らせるまちづくりを実現します。

活力起動　下関

賑わい起動　下関

優しさ未来　下関

その他の主要な事業

安心未来　下関

本市の特産品である「瓶詰めうに」の
原料となるバフンウニの養殖技術の
開発にチャレンジします。

菊川・豊田・豊北地区の生活バスの
料金を1乗車100円にすることにより、
交通の利便性向上を図ります。

クラウドファンディング型ふるさと
納税を財源とした起業家支援補助金
を創設し、地域課題解決に資する事
業を行う起業家を支援します。

商店街の空き店舗データベースを構
築し、不動産オーナーと起業家との
マッチングを行います。

外国クルーズ客船の乗組員等を対象
とした市内周遊シャトルバスの提供
など、受入環境を充実させます。

地域医療構想の推進に併せて、下関
医療圏における持続可能な医療提供
体制の早期実現に取り組みます。

新総合体育館整備に向けた基本構想
を策定するとともに、体育施設再編
に係る検討を行います。

本館解体工事に着手し、新庁舎を整
備することで、市民の利便性向上を
図ります。

通学路をはじめとした生活道が集積している区域 ( ゾーン 30) にお
いて、走行速度の抑制を図るため、路面標示等の設置など安全対策
を推進します。
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●瓶
びん

詰めうに発祥の地  加工原料確
　保推進事業（2,000 千円／水産課）

● " 出会いの場 " 婚活サポート
    事業 (3,000 千円／企画課）

●観光スポットフリー Wi-Fi 環境整
　備事業（6,000 千円／観光施設課）

●生活バスワンコイン化
　　　　　　　　　（交通対策課）

●ふるさと起業家支援補助金
　　(22,000 千円／産業振興課 )

●遊休不動産マッチング支援型地域活
　性化事業（7,400 千円／産業振興課）

●外国客船受入環境強化業務
　（10,000 千円／港湾局振興課）

●地域医療確保対策業務
　　（8,500 千円／地域医療課）

●新総合体育館整備
　　（7,000 千円／スポーツ振興課 )

●本庁舎整備事業
　　　　　（427,000 千円／管財課）

●通学路安全対策事業（2,000 千円／道路河川建設課 )

グリーンモール商店街

外国クルーズ客船とシャトルバス

生活バス

ゾーン 30
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